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【公表日】令和2年12月17日(2020.12.17)
【年通号数】公開・登録公報2020-051
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【手続補正書】
【提出日】令和3年10月12日(2021.10.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リチウム電池用のセパレータであって、
　（ａ）ポリオレフィンを含む多孔質ポリマ層と、
　（ｂ）前記多孔質ポリマ層の２つの対向面の少なくとも一方に隣接し、無機酸化物粒子
と１つ以上のポリマとを備えるナノ多孔質層と、を備え、
　ａ．２００℃、１時間での前記セパレータの収縮が５％未満であり、
　ｂ．前記ナノ多孔質層は、平方メートルあたり４．５グラム以下の総塗工重量を含む、
　セパレータ。
【請求項２】
　前記ナノ多孔質層は固体部分を含み、前記固体部分における前記１つ以上のポリマの体
積分率は、１５％と４５％の間である、
　請求項１のセパレータ。
【請求項３】
　前記ナノ多孔質層は固体部分を含み、前記固体部分における前記１つ以上のポリマの体
積分率は、２５％と４０％の間である、
　請求項１のセパレータ。
【請求項４】
　前記無機酸化物粒子は、ベーマイト粒子を含む、
　請求項１のセパレータ。
【請求項５】
　前記ベーマイト粒子は、５ｎｍと８ｎｍの間の平均結晶サイズを有する、
　請求項４のセパレータ。
【請求項６】
　前記ベーマイト粒子の平均結晶サイズは、３０ｎｍと５０ｎｍの間である、
　請求項５のセパレータ。
【請求項７】
　前記無機酸化物粒子は、疎水処理されたベーマイト粒子を含む、
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　請求項１のセパレータ。
【請求項８】
　前記多孔質ポリマ層の２つの対向面の両方における前記ナノ多孔質層の総塗工重量は、
平方メートルあたり３．５グラム未満である、
　請求項１のセパレータ。
【請求項９】
　前記多孔質ポリマ層は、８０ｎｍ以下の平均細孔直径を有する細孔を備え、前記細孔の
少なくとも７０％は、８０ｎｍ以下の直径を有する、
　請求項１のセパレータ。
【請求項１０】
　前記多孔質ポリマ層は、５０ｎｍ以下の平均細孔直径を有する細孔を備え、前記細孔の
少なくとも７０％は、５０ｎｍ以下の直径を有する、
　請求項１のセパレータ。
【請求項１１】
　前記多孔質ポリマ層は、ポリエチレンを含む、
　請求項１のセパレータ。
【請求項１２】
　ａ．アノードと、
　ｂ．カソードと、
　ｃ．リチウム塩を含む有機電解質と、
　ｄ．前記アノードと前記カソードの間に挟まれたセパレータと、を備え、
　前記セパレータは、
　（ｉ）ポリオレフィンを含む多孔質ポリマ層と、
　（ｉｉ）前記多孔質ポリマ層の２つの対向面の少なくとも一方に隣接するナノ多孔質層
と、を備え、
　前記ナノ多孔質層は、無機酸化物粒子と１つ以上のポリマとを備え、２００℃、１時間
での前記セパレータの収縮が５％未満であり、
　前記ナノ多孔質層は、平方メートルあたり４．５グラム以下の総塗工重量を含む、
　リチウム電池。
【請求項１３】
　前記ナノ多孔質層は固体部分を含み、前記固体部分における前記１つ以上のポリマの体
積分率は、１５％と４５％の間である、
　請求項１２のリチウム電池。
【請求項１４】
　前記ナノ多孔質層は固体部分を含み、前記固体部分における前記１つ以上のポリマの体
積分率は、２５％と４０％の間である、
　請求項１２のリチウム電池。
【請求項１５】
　前記無機酸化物粒子は、ベーマイト粒子を含み、前記ベーマイト粒子の平均結晶サイズ
は、３０ｎｍと５０ｎｍの間である、
　請求項１２のリチウム電池。
【請求項１６】
　前記多孔質ポリマ層の前記ナノ多孔質層の総塗工重量は、平方メートルあたり３．５グ
ラム以下である、
　請求項１２のリチウム電池。
【請求項１７】
　前記多孔質ポリマ層は、８０ｎｍ以下の平均細孔直径を有する細孔を備え、前記細孔の
少なくとも７０％は、８０ｎｍ以下の直径を有する、
　請求項１２のリチウム電池。
【請求項１８】
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　前記多孔質ポリマ層は、５０ｎｍ以下の平均細孔直径を有する細孔を備え、前記細孔の
少なくとも７０％は、５０ｎｍ以下の直径を有する、
　請求項１２のリチウム電池。
【請求項１９】
　前記多孔質ポリマ層は、ポリエチレンを含む、
　請求項１２のリチウム電池。
【請求項２０】
　リチウム電池用のセパレータであって、
　（ａ）多孔質ポリマ層と、
　（ｂ）前記多孔質ポリマ層の２つの対向面の少なくとも一方に隣接し、無機酸化物粒子
と１つ以上のポリマとを備えるナノ多孔質層と、を備え、
　ａ．前記１つ以上のポリマの少なくとも１つは、水酸基及びカルボン酸基からなる群か
ら選択される反応基を含み、
　ｂ．２００℃、１時間での前記セパレータの収縮が５％未満であり、
　ｃ．前記ナノ多孔質層は、平方メートルあたり４．５グラム未満の総塗工重量を含む、
　セパレータ。
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